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皆さん、こんにちは。本日も例会にご出席いた

だきまして誠にありがとうございます。本日は、

今年度最後の例会となりました。 

この一年を振り返りますと、私自身、大変充実

した一年であったと感じております。 

このあと、卓話の時間をお借りして、「一年を

振り返って」と題し、この一年の出来事や感じた

ことなどをお話しさせていただきます。最後まで

お付き合いいただければ幸いです。短いですが、

「会長の時間」は以上とさせていただきます。 

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 
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１、地区事務所より２件受信 

１）米山記念奨学委員会セミナーの案内 

  日時：７月１１日（土）点鐘：１４時 

  場所：ウエスタ川越 活動室 

２）ガバナー月信掲載の会員数増減表及び次年 

  度用のガバナー月信掲載届の変更 

  「新会員紹介用」「表彰用」「訃報用」を別途添付 

１、新座市国際交流協会令和８年度第１回理事会 

  開催のお知らせ 

  日時：７月２４日（金） 午後６時開始 

   場所：新座市役所本庁舎３階３０３・３０４会議室 

Ⅰ、オペラ彩、第４２回定期公演オペレッタ「メ 

  リー・ウィドウ」事業報告及び後援のお礼 

１、新座快適みらい都市第１１回大江戸新座祭り 

  開催の案内 

  日時：９月１９日（土）１１時～１９時 

  場所：ふるさと新座館周辺 

１、志木・和光各ＲＣよりクラブ会報拝受 



国際大会に参加して  

 

 ＲＩ台湾国際大会に参加してまいりました。 

日程は２０２６年６月１２日～１６日迄の５日間の日程

で、羽田第３ターミナルから、相原ガバナー、坂

口ガバナー奥様、高丹ガバナー等で１１名でフラ

イト致しました。１日目は深夜、１１時頃台北の

ホテル到着、１３日は午後から台北ドーム会場で

パスポートと登録ＩＤを提出し、入場カードを貰

い、登録を済ませましたので、会場での出入りは

自由となりました、この国際大会は台北ドームで

の開会式と本会議に世界から５万人（内、台湾

ロータリーアンは２万人位）からのロータリーア

ンが集まり、国際大会開会式は１４日の日曜日に

開催され、午前の部と午後の部に２回に分かれ開

催されました、私達２５７０地区会員には午後の

部となりました、相原茂吉ガバナーを筆頭に１３

０人位の参加者です、開会式会場の台北ドーム会

場は映像と音楽と煌びやかなに舞台設営がなされ

世界大会に相応しい会場でありました。大会開会

式には世界から参加の国の、何十カ国の国旗入場

です、名も知らない国もありＲＩの大きさを感じ

ました。また、この国際大会に参加するには、各

自参加手続きをメールで申し込みをして参加費を 

 

「直前会長幹事慰労会」のお知らせ      

日時：７月３０日（木）１９時～ 

場所：ベルセゾン １F「ボヌール」 

会費：１０，０００円             

ご出席下さいますよう宜しくお願い申し上げます  

委員会報告 

スマイル報告    委員 小澤 康人 

 

山田 一郎様（新座こぶし） 本日宜しくお願い

致します。 

森  克巳会員 今回は、今年度の最終例会とな

ります。この一年間、皆様にご協力を頂き何とか

会長としての任務を果たすことができました。あ

りがとうございました。 

松岡 昌宏会員 皆様、一年間大変お世話になり

ました。幹事 松岡昌宏 

神谷  稔 会員 森会長、松岡幹事さん、一年間

ご苦労様でした。 

宮川 勝平会員 森会長、松岡幹事、一年間有難

うございました。 

岡本比呂志会員 森会長、松岡幹事、一年間あり

がとうございました。  

森田 輝雄会員 森会長、松岡幹事、お疲れ様で

した。 

龍山 利道会員 森会長、松岡幹事、一年間あり

がとうございました。 

 親睦活動委員会  次年度委員長  吉原 礼子 

 

石原 勇介会員 森会長、松岡幹事、一年間あり

がとうございました。 

吉原 礼子会員 森会長、松岡幹事、一年間お疲

れ様でした。 

増渕 和夫会員・並木  傑  会員・小泉 哲也会員 

村上 俊之会員・山越 拓実会員・髙沢 幹久会員 

古賀  毅 会員・浅野 喜光会員・小澤 康人会員 

『森会長、松岡幹事、一年間大変お世話になりあ

りがとうございました』 

 新座こぶしロータリークラブ 会長 山田 一郎 



 

 皆様こんにちは。 

 改めまして２０２６～２０２７年度の幹事を務

めさせて頂きました、松岡昌宏でございます。   

 昨年の６月に会長として５０周年記念事業を開

催させて頂いてから、あっという間の一年が過ぎ

てしまいました。ロータリー歴１４年にして、幹

事２回、会長職２回と慌ただしいロータリーライ

フを満喫して参りました。 

 森会長をお支えする立場ではありましたが、会

長のクラブ運営は素晴らしく、安心して隣の席に

座っておりました。改めて敬意を証したいと思い

ます。 

新座ロータリークラブは、昭和５０年６月に創

立されてから、１４日に創立５１年目を迎えるこ

とが出来ました。これもチャーターメンバーをは

じめ諸先輩方の想いを繋ぎ、ロータリーの奉仕活

動を紡いで来た結果だと思われます。５０周年式

典も昨年無事に終え「素晴らしい式典でした」

「新座ロータリークラブの一体感を感じられる事

業であった」とお褒めの言葉を多数頂きましたこ

れも皆様のおかげと大変感謝しております。 

一年を振り返って  

            幹事 松岡 昌宏 

 

 次回国際大会はバルセロナとの事、是非国際大

会参加もロータリアンとして一度は各国への開催

に参加して、各国の雰囲気と世界のロータリーア

ンと交流を深め、世界は1つの体験をお勧めいた

します。 

 ＲＩ台湾国際大会へ参加して楽しく各国の方と

交流し、言葉は解からないながらも何となく、現

代の文明の利器のポケトークを駆使して、楽しく

国際大会を体験して参りました。 

是非体験をお勧めいたします。 

 払い込む形で行います、１１月末に申込ました

が、申込みをしてもＯＫのメール返信が無く登録

済み確認は２月末頃になりました。登録料は１２

月末迄５００ドル（約７５０００円）また、開会

当日申込みは６７５ドルとの事で会場設営と現状

を考えると止む無しなのかなとも思いましたが、

参加費も高い時代になりました。 

 １４日国際大会会場内で「山田さん」と言葉を

かけられ、振り返ると朝霞ロータリークラブの桜

井さんでした、偶然とは言え大混雑の中、良くも

見つけてくれたと感動致しました。 

当日はガバナーズナイト会場に向かう為５時過ぎ

に、台北ドームをスタートし、初めての、不安な

地下鉄乗車で高丹ガバナーと共にガバナーズナイ

ト開催ホテルに向かいましたが、不安のなか途中

強い味方の、台湾を熟知している秩父の次年度幹

事、太田さんと偶然会い、台湾地下鉄を熟知して

いるとの事、渡りに船の気持ちで同行し、無事ガ

バナーズナイトのホテル美福大飯店(グランドメ

イファーホテル)に到着し、６時より当ホテルに

於いて「２５７０地区相原ガバナーズナイト」が

開催されました。 

会場には２００名（内、７０名は姉妹クラブの台

湾ロータリー会員）からのロータリーアンが集ま

り、歓迎の音楽が響き、盛大に開会されました。

ホストの川越ロータリー会長、相原ガバナー、現

地ロータリーガバナー等の挨拶の後、豪華台湾料

理と台湾飲物での会食が開始されました、今回の

ガバナーズナイトの為、高柳ガバナーがこのホテ

ルに数回打合せに来て企画をしたとの事、頭の下

がる思いです、感謝です。 

第２グループでは富士見ロータリーの島田前ガバ

ナー補佐他３名でした。会場も段々と盛り上がり

台湾ロータリアンのバンド演奏と共に、次にカラ

オケ大会となり台湾ロータリアンの方の、日本の

演歌が凄く上手くて、日本人以上の歌唱力で感動

演歌でした、そしてステージでは日本と台湾ロー

タリアンの大合唱となり最後無事閉会で終了とな

りました。 

 私も何回か国際大会に参加いたしましたが、今

回の様に総勢２００名からのガバナーズナイトは

初めての事でした。坂口ガバナーがご存命であれ

ば、大いに楽しみ満面の笑みだったのでは・・・

と感慨深いものです。ご冥福をお祈り致します。 



 

て会う方が多いですから、事前の準備として多少

なりともロータリーについて最低限は勉強すると

いった意味で非常に充実したロータリーライフを

送れてこれたのではないかと思われます。是非と

も私より若い会員の方にもどんどん役引き受けて

地区に出向してもらいたいと思います。 

ロータリーの奉仕活動は、原則、I will serve 

です。他力本願ではなく自ら自信を持って行動す

ることで、プレゼンスがあがり、公共イメージと

認知度の向上に繋がると考えます。「あの方素敵

な方ですね」「仕事が出来る方ですね「忙しいの

にボランティア活動までしているらしいね」「お

近づきになりたいですね」「自分も仲間に入れて

もらえないだろうか」「どうしたら社会奉仕のお

手伝いが出来るのでしょうか」といった声が廻り

から聞こえてくるようなクラブになれれば素晴ら

しいと思います。私も道まだ半ばではございます

が、廻りの人々にそういった感銘を与えられるよ

うな人間になれるよう、仕事も一生懸命、ロータ

リー活動も一生懸命、頑張ってゆく所存でござい

ます。奉仕活動を通しての地域との関わり、新座

ロータリークラブの益々の発展に微力ながら寄与

出来ればと思っております。 

来月からはガバナー補佐として地区にもかかわ

り第２５７０地区の風を皆様にお届けして参りたい

と思います。本当に一年間ご指導とご協力ありが

とうございました。感謝します。そしてこれから

も宜しくお願いいたします。 

 

皆さんこんにちは。本日は、今年度最後の例会

にご出席頂きまして誠にありがとうございます。

こうして最後の卓話に立っていますと「もう一年 

             会長 森 克巳 

一年を振り返って  

 また、岡本比呂志５０周年記念事業委員長の強い

リーダーシップがあっての事と感じております。 

 さて、次年度は私、第２５７０地区第２グルー

プのガバナー補佐に就任する事となりました。次

年度ガバナーの原島生慈さんは「ロータリーに誇

りを」と言う言葉を地区テーマに掲げています。

前年の五十幡和彦ガバナーの地区テーマ「入って

良かったロータリー」も同様な趣旨ですが、会員

誰もがロータリーのメンバーで良かったと思える

瞬間を体験していると思います。そのことをもっ

と外の世界に発信しましょうと言うことです。少

なくとも私はそういった瞬間が何度かございまし

た。ロータリーの醍醐味はなんと言っても、バッ

ジをつけているだけで、様々な、素敵な出会いが

あると言うことです。日本全国、更には世界中に

仲間を増やせると言うことではないでしょうか。 

と懇意になれたことも私の大きな財産となり会長

幹事として地区に出向くのはもちろんですが、会

長幹事会で第２グループの他クラブのメンバーま

した。一期一会、人との出会い、それも本業の仕

事を通してだけでは、あり得ない素敵な出会いが

ロータリーにあると思います。決してお金では買

えないもの。大切な宝物がロータリーの奉仕活動

の中にはあります。 

 今年のガバナー公式訪問は、１０月１５日を予

定しております。原島ガバナーエレクトは、クラ

ブ協議会で「ロータリーに誇りを持てた」体験・

瞬間について皆さんで語り合い、発表してくださ

い。とおっしゃられております。皆さんの活発な

議論をお待ちしております。よく「役柄が人柄を

創る」と言う事がありますが、常にロータリアン

として恥ずかしい行動はとれない、新座クラブの

会長・幹事として見られていると言うことを肝に

銘じ過ごしてきたつもりです。 

何よりこの伝統のある新座ロータリークラブの伝

統に泥を塗ってはいけないと、常に考えておりま

した。地区の事業、研修等に参加させて頂いてま

すと、地区などで、他クラブの会長・幹事・地区

役員などとお話をしていて、一番感じるのは当ク

ラブの雰囲気の良さというか、分け隔てのない風

通しのよいクラブであるということを強く感じま

す。これは間違いありません。外に出ることで中

の良さがよくわかると言うことです。それに初め 



 が終わるのか」という思いと「本当にあっという

間だったな」という思いが入り混じっています。

これが、今の率直な気持ちです。 

思い返しますと、一昨年の暮れ頃だったでしょ

うか。思いもよらず、私が今年度の会長を務める

ことになりました。実は、それ以前にも何度か会

長就任のお話はいただいていました。 

しかし、私はロータリー歴も浅く「まだ自分には

早い」とお断りしてきました。そんな中で、会長

エレクトだった小泉さんが新座市の消防団長に就

任されることになり、順番から考えても、もう私

しかいないという状況になりました。「これは、

もう逃げられない。」そう腹をくくりました。た

だ、会長を引き受けるのには、一つだけ条件を付

けさせて頂きました。「幹事だけは松岡さんにお

願いしたい。」これが私の唯一のお願いでした。 

当時の松岡会長は、５０周年記念事業という大

仕事を終えたばかりで、本来なら少しゆっくりし

たかったはずです。それにもかかわらず、快く幹

事を引き受けてくださいました。松岡幹事がいて

くださったからこそ、この一年を乗り切ることが

できたと心から感謝しております。本当にありが

とうございました。 

就任までの半年間は、何をどう準備すればよい

のか全く分かりませんでした。事務局の宮下さん

にも本当に助けて頂きながら、一つ一つ準備を進

めていきました。そうこうしているうちに５０周

年記念式典も無事に終わり、いよいよ私の会長年

度が始まりました。 

 ところが、今年度は最初からアクシデント続き 

でした。 

 年度が始まる直前に、国際ロータリー会長に就

任予定だったマリオ・セザール・マルティンス・

デ・カマルゴ氏が突然辞任されました。 

私は人の名前を覚えるのが苦手なのですが「会長

なんだから国際ロータリー会長くらいは覚えない

と・・・」そう思って、一生懸命覚えました。 

「マリオ・セザール・マルティンス・デ・カマル

ゴ……。」……なかなか覚えられません（笑）。 

ところが皆さんが「マリオ会長」と呼んでいたの

で、「ああ、それでいいんだ。」と安心した矢先

に、なんと・・辞任・・・。 

 今度は「フランチェスコ・アレッツォ」会長。

こちらは比較的覚えやすくて助かりました（笑） 

そしてもう一つ、忘れることのできない出来事が

ありました。第２５７０地区ガバナーであった坂口

孝ガバナーが年度途中でご逝去されたことです。 

本当に残念で、悲しい出来事でした。しかし、そ

の後は相原パストガバナーがしっかりと引き継が

れ、地区運営も滞ることなく続けられました。こ

の出来事を通して、ロータリーという組織の強さ

そして人から人へと受け継がれる組織の素晴らし

さを改めて感じました。 

 さて、私は今年度、五つのクラブ方針を掲げま

した。少し振り返ってみたいと思います。 

 まず一つ目は、会員増強の推進です。 

年度当初２５名だった会員が、古賀さん、浅野さ

んをお迎えし、２７名となりました。目標として

いた純増２名を達成することができました。皆様

のご協力に心から感謝しております。 

 二つ目は、ロータリーに関する学びを深めるこ

とです。私自身も会員増強セミナーやクラブ活性

化セミナーなどへ参加し、多くのことを学ぶこと

ができました。又、今年度は積極的にメーキャッ

プにも行きました。「朝霞ロータリークラブ」

「東京ロータリークラブ」「新座こぶしロータ

リークラブ」の３クラブに伺わせて頂き、大いに

勉強になりました。他のクラブを訪問するたびに

感じたのは「新座ロータリークラブは、本当に良

いクラブだな～」ということです。 

勿論、それぞれのクラブには素晴らしい特色があ

ります。しかし、自分のクラブの良さというのは

外へ出て初めて分かるものだと実感しました。 

ぜひ皆さんにも、機会がありましたらメーキャッ

プへ行っていただきたいと思います。 

 三つ目は、楽しい例会づくりです。 

今年から会員ミニ卓話を始めました。 

毎週顔を合わせていても、お互いの仕事や趣味、

人生経験を意外と知らないものです。 

会員同士がお互いを知ることが親睦につながり、

それが奉仕活動にもつながっていく。 

そんな例会を目指しました。  

この取り組みは、ぜひ今後も続いてほしいと思っ

ています。 
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  四つ目は、五大奉仕活動の充実です。 

薬物乱用防止講演会を、今年度から年２回開催で

きるようになりました。これにより、新座市内６

校の中学生が、３年間の在学中に全員受講できる

体制が整いました。これはクラブとして大きな前

進だったと思っています。 

 そして五つ目は、ポリオ根絶活動です。 

これは一年度で終わるものではありません。 

今後も継続して取り組んでいかなければならな

い、大切な活動です。このように振り返ってみま

すと、多くの目標は皆様のお力添えによって達成

することができました。本当にありがとうござい

ました。 

 しかしこの一年で一番多くのものを得たのは、

実は私自身だと思っています。会長になる前の私

は、正直に申し上げれば、ロータリーについて深

く学ぼうという気持ちは、それほど強くありませ

んでした。例会には参加していましたが、どちら

かといえば受け身だったと思います。 

ところが会長になることが決まり、慌ててロータ

リーの歴史や理念を勉強し始めました。 

すると、ロータリーが１２０年以上にわたり世界中

で活動を続けてきた理由が少しずつ分かってきま

した。 

 

「超我の奉仕」という理念。 

「世の中で良いことをしよう」という思い。 

それは決して理想論ではなく、世界中の会員が実

践してきた活動そのものなのだと知りました。 

世界では今なお戦争や紛争が続き、平和が決して

当たり前ではない時代になっています。 

だからこそ、人のため、地域のため、世界のため

に活動するロータリーの存在意義は、ますます大

きくなっていると感じています。その一員として

活動できることを、とても誇りに思っています。 

 私の会長任期もまもなく終わります。しかし、

ロータリアンとしての活動は終わりません。 

来年度は龍山会長のもとで、新座ロータリークラ

ブはさらに充実した活動を展開されることと思い

ます。私も一会員として、微力ながらクラブのた

めに力を尽くしてまいります。 

最後になります。 

 この一年、理事・役員の皆様、委員長の皆様、

会員の皆様、そして事務局の宮下さん。多くの皆

様に支えていただいたからこそ、今日という日を

迎えることができました。私一人の力では、決し

てここまで来ることはできませんでした。 

心より感謝申し上げます。一年間、本当に、本当

に、ありがとうございました。 

７月のプログラム  委員長 森  克巳 

★2026-27年度上期会費納入のお願い 

  納入期日：７月３１日 

 

★就任挨拶の原稿はメールで事務局に  

  送信してください 

クラブからの連絡 

 ２日（木） 通常例会 「会長幹事就任挨拶」 

              ・龍山利道会長・村上俊之幹事     

 ９日（木） 例会取消 定款による 

１６日（木） 「ラーニングファシリティター・ 

               五大奉仕委員長就任の挨拶」  

２３日（木） 例会取消 定款による         

３０日（木） 移動例会 「直前会長幹事慰労会」 １９時    

               場所：ベルセゾン「ボヌール」 

☆例会出席は 会員の義務です 

欠席の場合はＭａｋｅ ｕｐをしましょう 


